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特定ヲ増利活動法人歴史と出会えるまちづくり船場城西の会  ~  |
事務局●下山裕史 〒670-0035姫路市琴岡町 266…lt』090-3351-7965 fax079-296却738

10月 23日 (日) 当 会が作成した古地図(千姫ゆかりの地を記載)

に沿つて、大手門→千姫の小径→千姫天満宮→…→本徳寺等を巡り

ました。 約 70名の参加者で、大盛況のまち歩きとなりました。

10月 2日 (日) 9月 に開催し

た楽市が台風の影響があつたた

め、特別に同月に開催しました。

12月 4日 (口)表 門脇のいちょ

うが色付く中、来訪客も多く賑い

ました。13時まで延長開催。

12月 31日 (土)228名の方が鐘

【その他活動記録】
・こども論語塾 10/1、11/5、

12/3に開催しました
・11/12商 工会議所青年部マ

スタース
°
、地域を副代表が案内。

」1/24船場小学校、12/6琴陵中

学校で当地区を教材とした公開

授業があり、中山き記が見学。

つきに参加され、来訪者には甘酒
Ⅲ 2/25『 菊屋」にて、定例会と

11月 10日 にめ 三重県連合自

治会津支部の視察があり、当会の

活動説明や意見交換をしました。
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第58回 ◇ ◇

船場御埼禁市

第59回 ◇ ◇

船場御埼秦市

20,7年 活動予定

◇船場御坊楽市の開催

(船場城西の会 HPス マホ用リンク・QRコ ード)→

3月 5日(日)、5月 7日(日)、7月 2日(日)、9月 3日 (日)開 催時間 朝9:00～昼12:00

◇平成の寺子屋 「こども論護塾」

毎月第 1土曜日 10:00～10:45船 場本徳寺内、白書院 !参加費:200円

講師:山 崎みどり先生 (姫 路生まれ 姫路独協大 外国語学部教授 )

◇当会 研修旅行

2月 5日(日)候 補地/堺 市(1日市街)、岸和国市(1日市街)、伊丹市(郷町)他

会費納入のお願い

平成 28年度の年会費(1000円)の納付をお願い致します。事務局、築市受付、又は振込みで、
振込先/播llt信用金庫 船場支店 (普)8977591特 定非営利活動法人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会

ヤ

会員ロスタッフ募集 例 会を一度のでいてみませんか(毎月第四金曜 1駐30～ /場所:竜野町 5T目 にしまちや)



船場 ・城西一温旅細新
毎号に少しずつですが、昔の船場、城西の景観等、その当時の資料を掲載していきます。

今は修復された姫路城が注目されていますが、姫路はお城だけではなく、他にも多くの歴史が詰まった街です。

私たちの街の音の歴史がわかると、今の街並みがもっと輝いて見えてきますよ。

シリーズ② 江戸中期古地図の中の船場・城西地区 /「両側町」、「背割下水」

「播磨州飾磨郡 姫路之

図J宝暦 11年 (1761年)

第二次楠原時代 (1704～

41)の城下図

所蔵 (姫路 市 立琴 丘高

校)、写真提供(姫路市立

城郭研究室) 害酢
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資料B       ,…
Ⅲ

南

写真C

O景 福寺山(増位山)、0景 福寺、3見 星寺、0本 徳寺、0(市 ノ橋門)、0(車

門)、0(備前日門)、0(埋問)、0龍 野町(立野丁)、10(吉回町)、ll西新町

()は古地図内記載)、他は現在地名

0背 割り排水路跡(写真C)―   西 国街道 ‐ ヽ―'

上記地図(資料A)は江戸中期、今から約 300年前の姫路城下図(資

料B)の船場・城西地区を拡大した地図です。

作年11月に放送されたNHKブラタモリ大阪編で豊臣秀吉による大阪
城下町の造成が紹介され、その中で町づくりの工夫「両側町※1」、
「背割下水(太閤下水)※2」が紹介されました。 私 たちが住んでいる

船場城西地区でも同じような町割り、町造りが見られます。
上地図(資料A)で、秀吉が1580年 姫路城の城下町を建設するにあ
たり町人を移住させ、楽市を開かせたのが龍野町③ですが、その龍
野町⑤やその北側にある吉田町①は「両側町」の造りになつており、
今でもその当時と同じ町割りとなっています。
また龍野町③の北側と南側との町境には、「背割下水」があり、今で
も水路跡l12(写真C龍 野町③と西新町①との境)が残つています。
この 300年前の吉地図で今の町を歩き、古地図の街と今の街とを見
比べてみませんか。
※1「両田町」/通りを町の境にするのではなく、通りをはさんだ両側を単位とする町組。

※2「背静下水」/道路に面して間口を持つ建物の裏側に作られた下水溝。
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